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京都第二赤十字病院　呼吸器外科　後期臨床研修プログラム

学会名 取得可能資格

日本外科学会 日本外科学会専門医

日本呼吸器外科学会　基幹施設　平成28年1月認定

平成22年4月から呼吸器外科部門を開設　

手術　2～3件／週

呼吸器カンファレンス　1回／週　英文論文抄読会1回／週　　

日本胸部外科学会 日本胸部外科学会専門医

日本呼吸器外科学会 日本呼吸器外科学会専門医

年間に肺癌手術約50例を中心とした120～140例手術

外来　3回／週

○呼吸器外科専門医になるためのプログラムを用意

○外科専門医の獲得　一般外科・心臓血管外科の研修・修練も並行して行います

○外科専門医ありの先生には執刀症例数の確保と資格確保のための論文作成・学会発表

○スタッフの人員が少ないので看護師・他科との協力のもとに術前術後管理をきめ細かくおこなう

毎日の回診と重症症例検討会

○後期研修1年目－3年目の間に胸腔鏡下肺切除リンパ節廓清まで　自力で行えるように指導

1から3年間とします　（1年間、2年間、3年間でも可能です）

○病院は国内外の留学を支援しており、希望があればある期間の留学を認可している

○スタッフになれば後期研修医の指導にまわる

後期研修1年目　胸腔鏡の操作　設定　基本動作　術前評価　術後管理　基本的知識の獲得

　　　　　　　　　　　胸腔鏡下手術　良性腫瘍　気胸　転移性腫瘍切除　開胸手術の助手　

後期研修2年目　胸腔鏡下肺癌手術　リンパ節廓清術　開胸手術術者　術前・術後管理指示　

　　　　　　　　　　　カンファレンスの調整　学会発表・論文作成

○途中進路変更は相談の上可能です

呼吸器外科指導医によるほぼマンツーマン体制で行います。

現時点では症例数も少なく、きめ細やかな患者さんの管理を目指します。

一般医療人として標準的な知識と技量を修得したのみならずよりよい人間形成を最終目標に。

後期研修医は現在1です。

後期研修3年目　合併切除術を含むすべての手術術者　外来担当　　

　　　　　　　　　　　胸腔鏡手術1年目の指導　研修留学などの希望あれば可能

○呼吸器外科学会の定める経験すべき症例を参照してください

○その後の進路については院内規定・相談で決定


